
令和５年度　今治工業高等学校シラバス C1
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１章　発電

　    エネルギー資源と電力 

    　水力発電 

      火力発電

    　原子力発電

      新しい発電方式

 

 

２章　送電

    　送電方式 

    　送電線路 

    　送電と変電の運用

３章　配電

    　配電系統の構成

      配電線路の電気的特性

４章　屋内配線

    　自家用電気設備

    　屋内配線

５章　電気に関する法規

    　電気事業法、電気設備技術基準

    　電気工事士法、電気工事業法

    　電気用品安全法

※　評価の観点欄は、重点的に評価する項目に◎、評価する項目に○を記入している。

・配電線路の電圧降下や電力損失及び
需要家における力率などの電気的特性
について理解している。

・自家用電気設備の概要・計画・保守
について理解し、保守・保安業務の要
点を把握している。

・屋内配線の電気方式、設計の概要、
施工方法について調べ、災害防止のた
めの規制について理解し、屋内配線の
設計・施工することができる。

・発電に用いられる資源の種類と発電
方式及び新しい発電方式の必要性を理
解し、電力事情を把握している。

・水力発電、火力発電、原子力発電の
原理、種類や施設・設備及び運用につ
いて理解している。

・送電系統の構成、送電の電気方式の
特徴、送電電圧（公称電圧・標準電
圧）など基本的事項について理解して
いる。

・送電線路、地中送電線路の構成や電
気的特性について理解している。

・配電線路の構成、配電計画及び保護
装置について調べ、配電系統の構成と
保安について理解し、活用できる能力
を身に付けている。
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定期考査、小テスト、出席状況、課題、授業態度・意欲による総合評価
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・電気事業関係法、電気設備技術基準
の解釈、電気工事関連法及び電気用品
安全法の概要について理解し、実際に
活用することができる。

◎ 〇

副教材

学習
目標

発電、送電、配電などの電力の供給技術と電力施設・設備の取扱い、電力運用の基礎的
な内容について理解させ実際に活用する能力と態度を培う。電力の供給に関して必要な
電気事業法をはじめその他の法規についても理解させ活用できる能力を育てる。

学習内容 学習活動・学習のねらい

評価の観点

備考

学年 ２学年

学科 教科書

教科 工業 科目 電力技術 単位数 ３単位

電気科 コース 電力技術１（実教出版）
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